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薬物問題でお困りの方へ「薬物乱用に関する相談チャットボット」

東京都保健医療局健康安全部薬務課

　こころの健康相談

インターネットを介して薬物を購入するなど、薬物の乱用が中高生の間でひそかに
広まっています。「うちの子にも有りうる…」と思って、もう一度、家族の在り方や
子供の様子を見直してください。

令和 8年 5月発行　東京都保健医療局健康安全部薬務課

※リーフレット作成に当たり、厚生労働省関東信越厚生局麻薬取締部及び厚生労働省医薬局の協力を得ました。

印刷　正和商事株式会社

登録番号（8）15

東京都夜間こころの電話相談（１7時～21時半）　　電話03-5155-5028（相談）

薬物関連の精神疾患で受診した10代の若者のうち、市販薬乱用者の割合

の現象を『フラッシュバック（再燃）現象』といいます。）。

こころの LINE相談（精神保健福祉相談）（17時～21時半）



「ハーブ」や「リキッド」等、様 な々形状の
ものがあります。麻薬等と類似の化合物
が含有されていることもあり、死亡に至
ることもある大変危険なドラッグです。

「ゾンビたばこ」などと呼ばれている物
の成分の一つです。 2025 年、指定薬物
として指定されました。健康被害や異
常行動を引き起こすことがあります。

強い幻覚作用があり、精神に障害
を起こします。

LSD
（麻薬）

幻覚や妄想が現れます。大量摂取する
と呼吸困難で死に至ることもあります。

有機溶剤
(シンナー・トルエン )

強い依存性がある薬物で、中毒
により死亡する例もあります。

コカイン
（麻薬）

大麻草やその製品のことを言い、
海外では大麻の有害成分が含ま
れるチョコレートやクッキーなども
売られています。

注射、あぶり（覚醒剤を加熱気化し吸
入する）、内服（錠剤）など、いろいろ
な使い方をされます。依存性が強く、
大量摂取で死亡する例があります。

・スマートフォンの普及等により、匿名性の高いSNSや通信アプリを利用した薬物の
　取引事例が報告されています。

　また、大麻、覚醒剤、麻薬、指定薬物、これらを含む危険ドラッグは、所持するだけ
でも「犯罪」になり、逮捕・起訴され、厳しく罰せられます。

・中学生が大麻を所持したとして逮捕された。中学生
は SNS で知り合った男と通信アプリで連絡を取り
合い、大麻を譲り受けていた。

・興味本位で大麻を使用する大学生が相次ぎ、複数
の大学で大麻所持等による逮捕者が出た。

・過去にも覚醒剤取締法違反で逮捕されている芸能
人が、覚醒剤や危険ドラッグを所持したとして逮捕
された。

令和６年東京都における薬物事犯検挙状況
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エトミデート 市販薬
・処方薬

　友人など、身近な人に誘われて大麻を始める若者が増えています。
　警察庁が行った調査によると、初めて大麻を乱用した経緯は「誘われて」が最も多く、若
年者ほど身近な環境に影響されて、「好奇心・興味本位」「その場の雰囲気」から乱用してし
まう傾向があることがわかっています。仲間外れにされないために大麻を乱用してしまっ
たというケースもありました。

３　大麻の誘いに注意 !

　10代の若者たちの間で、不安や孤立などの悩みから市販薬（咳止めなど）を過剰
摂取（オーバードーズ）するケースが増えています。
　ドラッグストア等で気軽に買える市販薬は正しく使えば有益ですが、誤った使い方
をすると依存症になるおそれがあります。
　不安や悩みは、まず信頼できる相手に話してみましょう。東京都では市販薬乱用の
きっかけとなる心の悩みを匿名で相談できる窓口を設置しています。詳しくは裏面を
ご覧ください。

　インターネットを中心に「大麻は無害」「依存性がない」などの誤った情報が
広まっていますが、大麻には THC （テトラヒドロカンナビノール）という脳に
有害な成分が含まれており、特に成長期にある若者の脳に大きな影響を与えま
す。このため、大麻草やその製品、大麻草からTHCを抽出した「大麻リキッド」
や「大麻ワックス」等は麻薬として規制されています。
　また、「海外で合法だから大麻は安全だ」という主張を鵜呑みにしてはいけま
せん。たとえば、大麻の使用を合法化しているカナダでも、大麻の有害性の影響
を特に大きく受ける18歳未満の使用は禁止しています。大麻を合法化してい
る国も、大麻の安全性を認めたわけではないのです。
　誤った情報に惑わされて、軽い気持ちで大麻に手を出すのは危険です。絶対に
やめましょう。

「全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」（国立精神・神経医療研究センター）を基に作成

出典：厚生労働省「薬物乱用防止読本　健康に生きようパート39」

４　市販されている医薬品でも乱用すれば依存症に !

コラム「大麻の有害性」コラム「大麻の有害性」

薬物関連の精神疾患で受診した10代の若者のうち、市販薬乱用者の割合
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